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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が

発
生
、
８
月
８
日
に
は
宮
崎
県
日
向
灘

を
震
源
と
す
る
地
震
の
発
生
に
伴
い

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
が
発

表
さ
れ
、
翌
日
に
神
奈
川
県
西
部
を
震

源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
村
で
も
震

度
５
弱
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他

に
も
、
台
風
や
線
状
降
水
帯
の
発
生
に

伴
う
大
雨
な
ど
、
多
く
の
災
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
国
外
で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
を
は
じ
め
、

紛
争
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
状

況
の
中
、
村
で
は
昨
年
も
、
恒
久
平
和

推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
広
島
市
で

開
催
さ
れ
て
い
る
平
和
記
念
式
典
に
参

列
し
、
世
界
恒
久
平
和
を
祈
念
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
で
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
獲
得
し
た
金
メ
ダ
ル

数
と
メ
ダ
ル
総
数
と
も
に
、
海
外
で
開

催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
過
去
最

多
を
記
録
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い

て
も
、
清
川
村
出
身
の
米よ

ね

岡お
か

聡さ
と
る

選
手

を
は
じ
め
、
多
く
の
日
本
人
選
手
が
活

躍
す
る
な
ど
、
大
変
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、昨
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
第
４
次
総
合
計
画
に
続
き
、本

年
４
月
か
ら
第
３
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
も
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
人
口
急
減
・
超
高
齢

化
と
い
う
大
き
な
課
題
に
対
し
、
地
域

の
特
徴
を
活
か
し
た
自
律
的
で
持
続
的

な
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
も
の
で

あ
り
、
村
の
魅
力
や
活
力
を
創
出
す
る

こ
と
で
、
更
な
る
地
域
の
活
性
化
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
、
村
政
に
対
す
る

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

地
方
創
生
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け

清
川
村
長
　
岩
澤 

吉
美

　
巳
年
の
巳
は
、「
漢
書 

律
暦
志
」

で
は
「
止
む
」
を
意
味
す
る
「
已
」

が
由
来
と
さ
れ
、
草
木
の
成
長
が

極
限
に
達
し
て
、
次
の
生
命
が
宿

さ
れ
始
め
る
時
期
と
解
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
「
巳
」
の
字
は
、
胎

児
を
表
し
た
象
形
文
字
で
、
蛇
が

冬
眠
か
ら
覚
め
て
、
地
上
に
這
い

出
す
姿
を
表
し
て
い
る
と
い
う
説

も
あ
り
、
大
き
な
変
革
が
起
き
る

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
巳
年
で
は
、「
平
成
」

の
幕
開
け
や
消
費
税
の
導
入
、
日

本
労
働
組
合
総
連
合
会
が
誕
生
、

中
央
省
庁
の
再
編
な
ど
に
よ
り
、

日
本
の
政
治
や
経
済
に
大
き
な
変

今年は

巳年
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中

は
、
村
議
会
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
猛
威
を
振
る
っ
て
き
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
一
段
落
し
、

「
青
龍
祭
」
や
「
宮
ケ
瀬
ク
リ
ス
マ
ス

み
ん
な
の
つ
ど
い
」
を
は
じ
め
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
は
大
勢
の
皆
さ
ん
が
来
場
さ

れ
、
活
気
が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
８
月
に
は
本
村
で
県
内
最
大

震
度
と
な
る
震
度
５
弱
を
記
録
し
た
ほ

か
、
台
風
10
号
の
豪
雨
に
よ
り
避
難
指

示
情
報
・
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令

さ
れ
、
村
民
を
守
る
防
災
・
減
災
対
策

の
重
要
性
を
強
く
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
は
、
石
川
県
能
登
地
方
を

震
源
に
、
最
大
震
度
７
の
地
震
に
よ
り

尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
政
治
・
経

済
で
は
、
岸
田
内
閣
総
辞
職
や
石
破
内

閣
発
足
、
衆
議
院
総
選
挙
に
よ
り
与
党

が
過
半
数
割
れ
と
な
り
ま
し
た
。
国
外

で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
世
界
で
は
紛

争
な
ど
が
続
く
国
や
地
域
が
多
数
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
日
本
被
団

協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
は
、
核
兵

器
廃
絶
を
世
界
に
訴
え
る
活
動
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
・
大
谷
選
手
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
グ
Ｍ
Ｖ
Ｐ
獲
得
、
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
メ
ダ
ル
獲
得
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で

し
た
。

　
村
づ
く
り
で
は
、
原
油
価
格
・
諸
物

価
の
高
騰
や
自
然
災
害
の
対
策
に
加
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
村
の
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
配
分
し
、
皆
さ
ま
の
負
託
に

応
え
る
議
会
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
第
４
次
清
川
村
総

合
計
画
の
二
年
目
に
な
り
ま
す
。
村
の

将
来
像
の
具
現
化
に
向
け
、
各
種
施
策

の
推
進
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
り
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
を
推
進

清
川
村
議
会
議
長
　
細
野 

洋
一

化
が
あ
っ
た
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
同

時
多
発
テ
ロ
の
勃
発
に
よ
り
、
そ

の
後
の
国
際
秩
序
に
も
大
き
な
影

響
が
あ
り
ま
し
た
。

◆　
◆　
◆

　

蛇
は
脱
皮
を
す
る
こ
と
か
ら

「
復
活
と
再
生
」、「
再
生
と
繁
栄
」

を
連
想
さ
せ
る
縁
起
の
良
い
生

き
物
で
あ
り
、
金
運
や
幸
運
を
招

く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

2
0
2
5
年
は
社
会
全
体
が
良
い

方
向
へ
変
革
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
で
す
ね
。
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交通事故ゼロを目指して

交通安全村民総ぐるみ大会
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
せ
せ

ら
ぎ
館
２
階
・
み
ど
り
ホ
ー

ル
で
昨
年
11
月
24
日
、「
令

和
６
年
度
清
川
村
交
通
安
全

村
民
総
ぐ
る
み
大
会
」
が
交

通
安
全
指
導
隊
や
ひ
だ
ま
り

の
会
、
厚
木
警
察
署
な
ど
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
交
通
安
全
功

労
者
や
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
た
ほ
か
、
交
通
事
故

の
撲
滅
を
目
指
し
「
交
通
安

全
４
つ
の
誓
い
」
が
宣
誓
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
式
典
終
了
後
は
、
同

会
場
で
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
児

に
よ
る
演
技
が
披
露
さ
れ
、

役
場
第
１
駐
車
場
で
は
厚
木

警
察
署
に
よ
る
「
パ
ト
カ

ー
・
白
バ
イ
の
展
示
」
や
横

断
歩
道
・
自
転
車
の
運
転
に

必
要
な
判
断
動
作
や
注
意
力

な
ど
を
診
断
で
き
る
「
交
通

安
全
教
育
車
ゆ
と
り
号
」、

清
川
村
煤
ヶ
谷
婦
人
会
や
一

般
社
団
法
人
神
奈
川
県
自
動

車
販
売
協
会
に
よ
る
啓
発
物

品
の
配
布
、
村
防
犯
協
会
と

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ブ
ル
ー
ラ

イ
ン
に
よ
る
「
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
車
の
展
示
」、
一

般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
連

盟
（
J
A
F
）
神
奈
川
支
部

に
よ
る
子
ど
も
安
全
免
許
証

の
作
成
、
民
間
自
動
車
販
売

会
社
に
よ
る
駐
車
支
援
シ
ス

テ
ム
搭
載
の
乗
車
体
験
、
村

交
通
安
全
対
策
協
議
会
に
よ

る
交
通
安
全
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会
場

は
多
く
の
方
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

 

総
務
課
安
全
防
災
交
通
係

　
☎（
2
8
8
）1
2
1
2

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
演
技

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
様
子

交
通
安
全
４
つ
の
誓
い
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交
通
安
全
４
つ
の
誓
い

山
やま

口
ぐち

華
か

穂
ほ
（緑中１年）岩

いわ
澤
さわ

雪
ゆ

月
づき
（緑小５年） 宮

みや
田
た

一
いち

香
か
（緑小６年）

清川村交通安全対策協議会長賞（敬称略）

厚木警察署管内交通安全協会清川支部長賞（敬称略）

能
の

戸
と

恋
れ ん か

歌（緑中２年）宮
みや

田
た

桜
そう

一
いち

郎
ろう
（緑小５年）

大
おお

矢
や

愛
あ い り

莉（緑小６年）

落
おち

合
あい

奏
かな

太
た
（緑小１年） 大

おお
矢
や

紗
すず

花
か
（緑小２年） 朝

あさ
倉
くら

実
み の り

璃（緑小４年）

大
おお

熊
くま

心
み ゆ う

結（緑中２年）

石
いし

井
い

湊
みな

大
と
（緑小１年）

山
やま

口
ぐち

悠
はる

馬
ま
（緑小２年） 木

き む ら
村晴

はる
久
ひさ
（緑小３年） 吉

よし
田
だ

智
とも

世
よ
（緑小４年）

前
まえ

田
だ

律
り つ と

人（緑中１年）

北
きた

澤
ざわ

瑛
え い と

人（緑小３年）

一
、�わ
た
し
た
ち
は
、
思
い
や
り
と
ゆ

ず
り
あ
い
の
心
で
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
ま
す
。

一
、�わ
た
し
た
ち
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用
し
、

安
全
運
転
に
努
め
ま
す
。

一
、�わ
た
し
た
ち
は
、
お
酒
を
飲
ん
だ

ら
絶
対
に
車
を
運
転
し
ま
せ
ん
、

さ
せ
ま
せ
ん
。

一
、�わ
た
し
た
ち
は
、地
域
一
丸
と
な
り
、

交
通
事
故
の
撲
滅
を
目
指
し
ま
す
。

◎�

神
奈
川
県
厚
木
警
察
署
長
・
厚
木
警
察
署

管
内
交
通
安
全
協
会
長
連
盟
表
彰（

敬
称
略
）

交通安全功労者（個人）交通安全功労者（個人）

滝滝
たきたき
波波
なみなみ
　　昭昭

あきあき
男男
おお
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たくさんのご意見
ありがとうございました

令和6年度

住 民 懇 談 会

教
育

●
幼
・
小
・
中
一
貫
校
に
つ
い
て
、
住

民
へ
の
説
明
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
対
す
る
回
答
を
丁
寧
に
対
応
し
た
方

が
良
い
と
思
い
ま
す
。

▽
一
貫
校
の
基
本
構
想
お
よ
び
基
本
計

画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
９
月
27
、

28
日
に
説
明
会
を
開
き
、
25
名
の
方
に

参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
個
別
の
回
答

が
で
き
な
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
別
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、

回
答
で
き
る
内
容
も
あ
り
ま
す
の
で
、

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
一
貫
校
整
備
で
校
舎
の
木
造
化
を
検

討
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
早
め
の
検
討

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
木
材
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

活
用
方
法
を
研
究
す
る
必
要
も
あ
り
ま

す
の
で
、
庁
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
一
貫
校
の
建
設
や
解
体
に
か
か
る
大

型
車
両
の
進
入
経
路
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

▽
具
体
的
な
配
置
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

地
域
の
方
に
も
ご
説
明
し
、
ご
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

●
幼
稚
園
の
入
園
者
数
が
少
な
い
中
、

一
貫
校
と
し
て
整
備
し
て
い
く
必
要
性

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▽
保
護
者
の
働
き
方
や
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
よ
り
、入
園
者
数
は
減
少
し
、保
育
園
の

ニ
ー
ズ
も
増
え
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
の
保
育
園
や
幼
稚
園
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境

●
粗
大
ゴ
ミ
の
有
料
化
に
つ
い
て
、
現

在
の
持
ち
込
み
場
所
は
無
く
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
樹
木
や
草
に
つ
い

て
も
粗
大
ご
み
の
扱
い
と
な
り
ま
す
か
。

▽
施
設
へ
の
直
接
搬
入
と
、事
前
予
約
い

た
だ
き
受
け
取
り
に
伺
う
方
法
の
２
通

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、研
究
の
う
え
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、樹
木
や
草
の
収

集
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
通
り
継
続
し

て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業
の
収
入
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▽
現
在
、
国
の
正
式
認
証
を
受
け
る
た

め
の
準
備
中
で
、
正
式
に
認
証
を
受
け

た
後
に
販
売
が
開
始
さ
れ
、
企
業
に
買

い
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
収
入
が
得

ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
自
治
会
未
加
入
者
、
外
国
籍
の
方
に

よ
る
ご
み
出
し
方
法
や
ご
み
カ
レ
ン
ダ

ー
の
周
知
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

▽
自
治
会
未
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
窓

口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
閲
覧
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
外
国
籍
の

方
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
方
法

を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

防
災

●
消
防
団
に
お
け
る
積
極
的
な
女
性
登

用
は
考
え
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
災
害

時
に
自
治
会
未
加
入
者
の
状
況
を
把
握

す
る
の
が
難
し
い
の
で
す
が
。

▽
消
防
審
議
会
で
議
論
し
ま
し
た
が
、

団
員
の
人
数
を
確
保
し
、
組
織
を
し
っ

か
り
固
め
て
か
ら
検
討
し
た
方
が
良
い

と
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
の
方
や
要
介
護
の
方
に
つ
い
て
、

役
場
で
名
簿
化
し
、
優
先
的
に
お
声
か

け
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
は
、
今

後
の
村
政
運
営
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
役

立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

 

総
務
課
管
理
係

　
☎（
２
８
８
）１
２
１
２

　

10
月
10
日（
木
）か
ら
11
月
２
日

（
土
）に
か
け
て
、
住
民
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
各
自
治
会
館
な
ど
で
懇
談
会
を
開

催
し
、
延
べ
33
人
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
の
業
務
や
施
策
に
対
す
る
ご
意

見
、
ご
要
望
な
ど
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
で

も
多
か
っ
た
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

6令和 6 年度住民懇談会



『きんメダルをとりたいな』
北
きた

澤
ざわ

　奏
そう

人
と
（緑小１年）

『自然を大切にしたい』
北
きた

澤
ざわ

　瑛
えい

人
と
（緑小３年）

読書感想文コンクール読書感想文コンクール

　子どもが本に親しむ機会をつくり読書活動を推進するため、村内の小・中学生を対象に、
昨年９月「第15回清川村読書感想文コンクール」が開催され、11月に入選者が決定しまし
た。数多く寄せられたものの中から、入選作品とその入選者をご紹介します。（敬称略）
　また、生涯学習センターせせらぎ館 １階展示室で１月８日（水）～１月16日（木）の間、入
選作品を展示します。

結 果 発 表

『嘘が教えてくれた本当の優しさ』
上
うえ

田
だ

　大
た い き

希（緑小５年）

『幸せなたん生日』
佐
さ

藤
とう

　美
み

弥
や
（緑小５年）

『障害者の気持ち』
大
おお

山
やま

　結
ゆ

衣
い

子
こ
（緑小５年）

 生涯学習課生涯学習係☎(288)3733

『争いのない世界に』
杉
すぎ

山
やま

　麗
れい

（緑中２年）

『さがしています』
大
おお

山
やま

　萌
も

代
よ

子
こ
（緑中１年）

『なりたい自分に向けて』
橋
はし

本
もと

　晃
こう

乃
の

介
すけ

（宮中３年）

小学生１・２年の部

最優秀

最優秀 最優秀

最優秀

優 秀

優 秀 優 秀

優 秀

小学生３・４年の部

小学生５・６年の部 中学生の部

『「アザラシのアニュー」をよんで』
谷
たに

　学
まなぶ

（緑小１年）

『くまとやまねこ』
竹
たに

原
はら

　緒
お

冬
と

葉
は
（緑小２年）

『「おちびさんじゃないよ」を読んで』
藤
ふじ

田
た

　紗
さ

来
ら
（緑小２年）

『じーじがお化けになったわけ』
竹
たけ

原
はら

　維
い

乃
の

葉
は
（緑小４年）

『もう使わないで！
　プラスチックストロー』
朝
あさ

倉
くら

　梓
あずさ

（緑小３年）

『「ガンバレ！盲目のイヌ太郎」を読んで』
竹
たけ

内
うち

　澄
すみ

歌
か
（緑小４年）

『「海よ光れ！」を読んで』
大
おお

矢
や

　愛
あい

莉
り
（緑小６年）

『幸せのアフリカンプリント』
齋
さい

藤
とう

　瑞
みず

季
き
（宮中２年）

7 読書感想文コンクール



㉟

健幸コラム〜毎日を笑顔に〜

育児における自己肯定感の育ちについて

　自分のことが好きですか…？　自己肯定感についての設問で、よく目に触れ、耳にする言葉です。
令和5年9月に実施した「健康増進計画・食育推進計画策定アンケート」の結果では、村の学童期
女子は、他市町に比べて、「そう思わない」と答えた割合が高いことがわかりました。（他市町7.8％、
清川村23.5％）
　今回は、保健師の視点で自己肯定感の向上に向けたポイントをお話させていただきます。
⚫�人には、人間関係や自己実現など、さまざまな欲求があるものです。それらの欲求が満たされる

ことで、基本的信頼関係の「根っこ」が豊かに育ち、自分や他人を大切にできる源ではないかと
考えます。

⚫�家族といえども、感情的にぶつかってしまうこともあるでしょう。言い出せずにいて我慢してし
まうこともあるかもしれません。自分の思いを安心して表現するということを大事にしたいですね。

ミビョーマン～未病改善でスマイルエイジング～

未 病 セ ン タ ー
未病センター

手軽に健康状態や体力等をチェックし、その結果へのアドバイスを受けることができます。
未病改善の情報や健康づくりプログラムの提供を行っているセンターがあります。
神奈川県内の未病に関連して新着情報を掲載しています。ぜひお越しください。

パブリックコメントの募集

　「第３期清川村子ども・子育て支援事業計画」及び「清川村健康増進計画・
食育推進計画（第３期）」の策定に向けた意見募集を行います。
　１月10日（金）～ 23日（木）の期間で、所定の意見提出用紙により郵送（23
日消印有効）、FAX、メールまたは子育て健康福祉課窓口へ提出してください。
　計画(案)は、保健福祉センターやまびこ館１階・子育て健康福祉課窓口、生
涯学習センターせせらぎ館１階・清川村図書館、村ホームページで閲覧できます。
　なお提出されたご意見については、個人情報を除き、意見に対する村の考え
方や政策など、案の修正を行った場合は、その内容を公表します。※提出され
たご意見に対し個別の回答はいたしません。

 子育て健康福祉課子育て支援係・健康福祉係☎（288）3861

子ども・子育て
支援事業計画

健康増進計画・
食育推進計画

8健幸コラム



診 療 所 だ よ り

もみじ会
清川村食生活改善推進団体

　清川村の皆さん、あけましておめでとうござ
います。本年もよろしくお願い申し上げます。
今月は平山が担当します。
　寒さが厳しく空気も乾燥するこの季節。特に
高齢の方は、加齢による皮脂分泌の減少で乾燥
肌になりやすく、かゆみやひび割れでお困りの
方が増えています。乾燥肌のかゆみで皮膚を傷
つけてしまい、細菌が入り込むことで炎症を起
こすこともあります。日ごろのケアが大切で
す。
　改善のために、まずは入浴の仕方を見直して
みましょう。湯温は41℃以下のぬるめにし、

ナイロンタオルやたわしの使用は控えめにしま
しょう。石鹸の泡で優しく洗い、よくすすぐこ
とが大切です。そして重要なのがお風呂上り
10分以内の保湿です。水分はタオルで優しく
抑えるように拭き取り、すぐに保湿剤を塗るこ
とをお勧めします。
　保湿剤は、ベタつかない物を選ぶと続けやす
いです。市販の保湿クリームやローションで尿
素、ヒアルロン酸、セラミドなどが配合されて
いるものが効果的です。
　室内では加湿器を使用することも効果的で
す。50～60％程度の湿度を保つことで肌の乾
燥を防ぐことができます。また、こまめな水分
補給も忘れずに心がけましょう。
　厳しい寒さが続きますが、皆さんお体にお気
をつけてご自愛ください。

休診日：1月４日（土）

 県立煤ヶ谷診療所☎（288）1352

「乾燥肌と
保湿について」

パインきんとん
エネルギー	 251kcal
タンパク質	 1.4g
脂質	 0.3g
炭水化物	 58.1g
食塩相当量	 0.5g
カルシウム	 39mg

栄
養
成
分
表
示（
一
個
分
）

煤ヶ谷診療所煤ヶ谷診療所
平山医師平山医師

作り方
❶	サツマイモは1cmの厚さに切って、皮を厚くむき、30

分ほど水にさらし、あく抜きをします。
❷	鍋にサツマイモを入れ、ひたひたの水を加えて火にか

け、竹串がすっと通るくらいまで茹でる。
❸	パイナップル缶詰を開け、実とシロップに分け、実を8

～16等分に切り、シロップは1/2カップを計っておく。
❹	❷の湯をきり、熱いうちにつぶし、砂糖とシロップを加

える。
❺	鍋に返し、熱を加え、切ったパインと塩少々を加えて焦

がさないように練り、ねっとりとしたら出来上がり。

材料（2人分）
・サツマイモ �  200g
・砂糖 �  40g
・パイナップル缶詰(スライス)
　　　�  2枚
・パイナップル缶詰のシロップ
　　　�  50cc
・塩 �  少々

清川村食生活改善推進団もみじ会
食育アドバイザーとして、地域の健康づくり

をサポートするボランティアです。

 子育て健康福祉課健康福祉係
　 ☎（288）3861

9 診療所だより



音  と踊りの祭典
　昨年12月１日、生涯学習センターせせらぎ館みどりホールで、芸能発表会が開催され
ました。
　村の文化振興を目的として開催された発表会では、バンド演奏を皮切りに全８プログラ
ムが披露されました。
　老若男女問わず多くの方々が出演し、合奏、ピアノの連弾、コーラス、フラダンスをは
じめとする各種ダンスなど、日ごろの活動の成果を存分に披露していました。
　観覧に来られた方々のにこやかな笑顔と盛大な拍手、出演者の方々の達成感に満ち溢れ
た表情が見られ、賑わいのある発表会となりました。

み  んなで考える村づくり懇談会を開催
　昨年11月9日、新しいコミュニティ組織の創出や担い手の発掘を目的として、生涯学
習センターせせらぎ館みどりホールで「みんなで考える村づくり懇談会」が開催されまし
た。
　岩澤村長による「地域コミュニティの変遷と現状」についての講話後、村づくりワーク
ショップの委員の方々から、第４次総合計画の策定を進める中で気が付いた、今後の村づ
くりに必要な要点の報告や、当日集まった21名の参加者同士のコミュニケーションを深
めるレクリエーションが行われました。
　参加者からは「自分が所属するコミュニティなどを活性化させたい意欲が湧いた」、「自
身もコミュニティや団体に所属してみたい」などの声があがりました。

10むらの話題



清  川村冬の風物詩
　昨年11月23日から12月25日までの間、宮ヶ瀬湖畔園地内で第38回宮ヶ瀬クリスマ
スみんなのつどいが開催されました。
　園地内の樹齢100年を超える「天然モミの木」に約１万球のイルミネーションが彩られ
るジャンボクリスマスツリーや、全長315mの水の郷大つり橋にも電飾が施され、光のト
ンネルが宮ヶ瀬湖畔園地をきらめかせました。
　今回も大好評の気球体験が実施され、搭乗した方々は地上からでは見られない、特別な
イルミネーションを楽しんでいました。
　期間中、村内外から約20万人の方が訪れ、点灯初日には、点灯に合わせて打ち上げ花
火が真冬の夜空を彩り、会場は拍手と歓声に包まれました。

　神奈川中央交通（株）より、運転士不足に加え、令和６年４月に適用された改正労働基準法な
どにより運転士の１日の休息時間や拘束時間の上限などの制限が強まったことに伴い、令和７
年１月14日（火）からダイヤ改正を実施する連絡がありましたのでお知らせします。
　村民の皆さんの生活に急激かつ多大な影響がないよう協議を進めてまいりましたが、村が運行
補助をしている早朝・深夜路線バス運行事業につきましても、次のとおり縮小することといたし
ました。村民の皆さんにはご迷惑をお掛けしますが、ご理解のほどよろしくお願い致します。

　なお、ご利用の際は時刻表をご確認いただき、お間違えないようご注意ください。
　詳細につきましては、神奈川中央交通㈱ホームページまたは神奈川中央交通東
㈱厚木北営業所（046-291-2123）にご確認ください。

縮小内容 宮ヶ瀬発本厚木駅行（平日・土休日）20時50分が廃止となります。

神奈川中央交通株式会社の

路線バスのダイヤ改正について

 政策推進課政策推進係☎（288）1213
神奈川中央交通㈱ホームページ

(ダイヤ改正に関する情報は、１月上旬に掲載予定)

11 むらの話題



すこやか きよかわっ子

　こんにちは、清水ヶ丘５区の藤
ふじ

田
た

愛
あい

乃
の

さんからバトンを受

けました、根岸の永
なが

沼
ぬま

です。

　私たちは2023年に清川村へ移住してきました。それ以前は

東京で暮らしていましたが、子どもを授かったのを機に「自

然豊かな場所で子育てできたらなぁ」なんて事をぼんやりと

夫と考え始めました。そんなある時、夫が急に「清川村へ移

住しよう」と言い始めました。「行ったことはあるの？」と

聞くと「行ったことはない」と夫は言います。知らない土地

に移住とは想定外でした。一度行ってみるのも良さそうだと

思い、ドライブがてら訪れたのが私の初清川村でした。帰り

の車中「いつ引っ越す？」と興奮気味に話したのを今でも覚

えています。移住して2年弱、引っ越してきて本当に良かっ

たなと実感しています。環境はもちろんのこと、村の皆さん

の温かさにも日々感謝です。

　次はいつも可愛い笑顔で私たち家族を癒してくれる金翅(

前)の山
やま

田
だ

美
み

香
か

さんにバトンをお渡しします

永
なが

沼
ぬま

 瞳
ひとみ

さん（写真左）
（根岸）

小
こ

林
ばやし

 理
り

子
こ

さん ７歳

兄弟に負けない強い意志と驚きの集中力！
ニコニコ笑顔がとっても素敵だよ。
� 保護者より

兄弟に負けない強い意志と驚きの集中力！
ニコニコ笑顔がとっても素敵だよ。
� 保護者より

　村では、きよかわっ子がすこやかに成長
できるように子育てサークルをはじめ、さ
まざまな支援を行っています。子育てのこ
となど何でもご相談ください。

 子育て健康福祉課健康福祉係☎（288）3861

12ふれあいのページ



記
号
一
覧

日
時　

期
間　

場
所

対
象　

内
容　

講
師

費
用　

申
し
込
み

そ
の
他　

問
い
合
わ
せ

各
種
相
談
会
を
開
催

税
務
課
管
理
係

�

☎（
2
8
8
）１
２
１
２

　
法
律
や
多
重
債
務
の
相
談
や

国
や
県
な
ど
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
伺
い
す
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
者

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

法
律
相
談

１
月
23
日（
木
）午
前
９
～
11
時

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら

ぎ
館
３
階
・
研
修
室

村
内
在
住
者
３
人（
予
約
必
要
）

相
談
の
内
容
／
離
婚
や
相
続

な
ど
の
法
律
相
談

　
相
談
時
間
／
１
人
30
分
間

無
料

１
月
16
日
（
木
）
ま
で

行
政
相
談
委
員
に
よ
る

定
例
相
談
会

１
月
23
日（
木
）午
前
９
～
11
時

役
場
庁
舎
3
階
・
第
２・
３

会
議
室

村
内
在
住
者

相
談
の
内
容
／
国
や
県
な
ど

に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望

無
料

不
要

勤
労
者
の
方
な
ど
の
住
宅
取

得
を
「
利
子
補
給
」
で
支
援

村
づ
く
り
観
光
課

村
づ
く
り
振
興
係

�

☎（
2
8
8
）３
８
６
４

今
回
の
利
子
補
給
期
間
／
令

和
６
年
１
月
～
12
月
ま
で
の

12
カ
月
分
※
転
入
時
期
な
ど

に
よ
り
令
和
５
年
分
の
申
請

手
続
き
が
で
き
な
か
っ
た
方

は
、
今
回
の
利
子
補
給
金
と

併
せ
て
申
請
可
。

融
資
額
（
限
度
額
5
0
0
万

円
）
に
応
じ
て
、
年
1
・
5

％
以
内

　
※
交
付
時
期
は
３
月
を
予
定

１
月
６
日（
月
）～
31
日（
金
）

（
平
日
の
み
）の
間
に
、
交
付

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
金
銭
償
還
表
（
返

済
予
定
表
）
の
写
し
、
納
税

等
確
認
承
諾
書
、
金
銭
消
費

賃
借
契
約
書
の
写
し
（
初
回

申
請
の
方
の
み
）
を
添
付
し

提
出
。
※
前
年
に
申
請
さ
れ

た
方
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
村
づ
く
り
観
光
課
窓
口

で
配
布
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
り
替
え
を
実
施

環
境
上
下
水
道
課

上
下
水
道
係

�

☎（
2
8
8
）３
８
６
２

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
正
し
い

水
道
料
金
を
算
定
す
る
た
め
、

定
期
的
に
取
り
替
え
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
で
、
村
か
ら
委

託
さ
れ
た
事
業
者
が
ご
自
宅
な

ど
に
お
伺
い
し
、
作
業
を
実
施

し
ま
す
。
な
お
作
業
は
10
分
程

度
で
完
了
し
ま
す
が
、
そ
の
間
、

水
道
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
取
替
後
は
、
濁
っ

た
水
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
１
～
２
分
程
度
、
水
を

流
し
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
中
旬
～
２
月
下
旬

水
道
メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
の
色

が
灰
色
（
メ
ー
タ
ー
番
号
が

Ｏ
の
も
の
）ま
た
は
桃
色（
メ

ー
タ
ー
番
号
が
Ｐ
の
も
の
）

の
一
部

立
会
い
は
不
要
で
す
。

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

第
13
弾
の
開
催
の
お
知
ら
せ

厚
木
地
区
食
品
衛
生
協
会

事
務
局

�

☎（
2
2
2
）7
6
4
3

２
月
21
日
（
金
）
午
後
２
時

30
分
～
４
時
30
分
※
受
付
は

午
後
２
時
か
ら

厚
木
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
（
厚

木
市
中
町
3
‒
14
‒
14
）

S
D
G
s
「
食
の
有
効
活
用

～
無
駄
を
な
く
し
、
食
生
活

を
よ
り
楽
し
む
た
め
の
ヒ
ン

ト
～
」

東
京
農
業
大
学
農
学
部
デ
ザ

イ
ン
農
学
課
教
授
／
谷
口
亜

樹
子
氏

30
人

千
円
（
飲
み
物
、
お
菓
子
付

き
）

２
月
10
日
（
月
）
ま
で
に
電

話
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
。

　
電
話
＆
F
A
X

　
（
2
2
2
）
7
6
4
3

　
メ
ー
ル
：
afha@
h9.dion.

ne.jp
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

と
な
り
ま
す
。
結
果
は
郵
送

で
連
絡
し
ま
す
。

　1月25日(土)午後1時～4時30分（受付は午後0時30分～4時）県立総合教育セン
ター（藤沢市善行7-1-1）で、不登校経験者や保護者による座談会、フリースクールの
活動紹介、個別相談会などを実施します。参加費は無料、事前申込みも不要です。当日、
必要な配慮（筆談での対応等）がございましたら問合せ先までご相談ください。

 神奈川県教育委員会教育局支援部子ども教育支援課小中学校生徒指導グループ
　 ☎045（210）8292(直通)、FAX 045（210）8937

教育委員会とフリースクールなどによる不登校相談会教育委員会とフリースクールなどによる不登校相談会

13 お知らせ村政情報室



税
務
住
民
課
税
務
係

�

☎（
2
8
8
）3
8
5
9

村
・
県
民
税
の

申
告
受
付
を
開
始

２
月
３
日
（
月
）～
３
月
17
日

（
月
）
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時
※
閉
庁
日
を
除
く

役
場
庁
舎
１
階
・
税
務
住
民
課

１
月
１
日
に
村
内
に
在
住
す

る
方
は
、
村
・
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
①
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

　
②
収
入
が
給
与
の
み
で
、
勤

務
先
か
ら
村
に
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

　
③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、

支
払
者
か
ら
村
に
年
金
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

　
④
村
内
在
住
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
方
で
、
収
入
の
な
い

方
（
所
得
が
な
い
こ
と
の
証

明
が
必
要
な
方
は
除
く
）

　
※
収
入
が
な
い
方
で
も
所
得

が
な
い
こ
と
の
証
明
が
必
要

な
方
は
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
料
や
児
童
手
当
な
ど
の
基

礎
資
料
と
な
る
た
め
、
申
告

が
な
い
と
、
各
種
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

　
①
申
告
書
（
前
年
の
資
料
を

基
に
申
告
が
必
要
と
見
込
ま

れ
る
方
へ
、
役
場
か
ら
１
月

末
に
郵
送
し
ま
す
。

　
②
所
得
を
証
す
る
書
類
（
給

与
所
得
や
年
金
所
得
の
方
は
、

源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払
者

の
証
明
書
、
書
類
が
な
い
場

合
は
、
給
与
明
細
書
や
振
り

込
み
さ
れ
た
通
帳
な
ど
、
前

年
中
の
収
入
を
確
認
で
き
る

も
の
）

　
③
控
除
を
受
け
る
た
め
の
書

類（
国
民
健
康
保
険
料
、介
護

保
険
料
、後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料

な
ど
の
控
除
証
明
書
、医
療

費
控
除
の
明
細
書
な
ど
）

申
告
書
提
出
時
の
注
意
事
項

　

申
告
の
際
に
は
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
確
認
書
類
及
び
本
人
確

認
書
類
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
で
保
険
料
控
除
を
申

告
さ
れ
る
方

　
確
定
申
告
で
使
用
す
る
前
年

の
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
支
払

い
証
明
書
を
、
普
通
徴
収
（
納

付
書
ま
た
は
口
座
引
き
落
と
し

で
お
支
払
い
）
の
方
を
対
象
に

送
付
し
ま
す
。
確
定
申
告
で
、

保
険
料
を
「
社
会
保
険
料
控

除
」
と
し
て
申
告
さ
れ
る
際
の

資
料
に
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
支
払
い
が
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

み
の
方
は
、
村
か
ら
の
送
付
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ

る
源
泉
徴
収
票
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

送
付
（
予
定
）
時
期

　
１
月
下
旬
～
２
月
上
旬

送
付
先
（
原
則
）

①
国
民
健
康
保
険
／
世
帯
主
で

普
通
徴
収
の
方
※
世
帯
主
が

加
入
者
で
な
い
場
合
も
、
世

帯
主
宛
て
に
同
一
世
帯
の
加

入
者
全
員
分
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
／
75

歳
以
上
で
普
通
徴
収
の
方

③
介
護
保
険
／
65
歳
以
上
で
普

通
徴
収
の
方

税
務
住
民
課
住
民
保
険
係

�

☎（
2
8
8
）3
8
4
9

子
育
て
健
康
福
祉
課

高
齢
介
護
係

�

☎（
2
8
8
）3
8
6
1

国
保
・
後
期
・
介
護
保
険

保
険
料
納
付
済
額
の

お
知
ら
せ
を
送
付

村・県民税および確定申告の申告相談を事前予約制です。
　確定申告会場の混乱回避および円滑な申告相談をおこなうため、村・県民税および確定申告の申告相談を
事前予約制とします。皆様のご理解ご協力をお願いします（提出のみの方は予約不要）。
予約の方法 	  電話で、「申告者名、希望の日時、申告の内容」をお伝えください。
	  ※状況によりご希望に添えず、調整をさせていただく場合があります。
予約受付期間 	 � １月27日（月）から3月13日（木）までの開庁日（土・日曜、祝日を除く） 

 午前８時30分～午後５時
�  税務住民課税務係☎（288）3859
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厚
木
税
務
署

個
人
課
税
第
一
部
門

☎
0
4
6（
2
2
1
）3
2
6
1

厚
木
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

◆
令
和
６
年
分
の
確
定
申
告
は

ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連

携
で
さ
ら
に
便
利
に
！

～
メ
リ
ッ
ト
～

・
医
療
費
の
領
収
書
等
の
収
集

や
集
計
が
不
要

・
確
定
申
告
書
の
該
当
項
目
へ

自
動
入
力

・
作
成
し
た
確
定
申
告
書
を

ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信

・
書
類
の
管
理
や
保
管
が
不
要

　
①
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
に
ア
ク
セ
ス

　
②
提
出
方
法
「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
方
式
」
を
選
択
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ス
マ

ホ
で
読
み
取
り

　
③
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
、

収
入
・
控
除
等
に
関
す
る
情
報

を
入
力

　
④
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信

◆
税
理
士
無
料
申
告
相
談

～
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
～

　
①
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

ま
た
は
雑
所
得
を
有
す
る
方
の

う
ち
、
令
和
５
年
分
の
所
得
金

額
が
３
０
０
万
円
以
下
の
方
の

所
得
税
と
個
人
消
費
税
、
②
年

金
受
給
者
・
給
与
所
得
者
の
所

得
税
の
申
告
を
対
象
と
し
た
、

税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談

を
開
催
し
ま
す
。（
土
地
、
建

物
及
び
株
式
等
譲
渡
所
得
や
先

物
取
引
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
初
年
度
、
贈
与
税
・
相
続

税
の
申
告
や
相
談
な
ど
が
あ
る

方
を
除
く
。）

１
月
29
日（
水
）～
31
日（
金
）

　
受
付
／
午
前
９
時
～
午
後
３

時
※
相
談
は
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
ま
で

愛
川
町
文
化
会
館

　
３
階
大
会
議
室

　
※
厚
木
市
文
化
会
館
で
も
、

２
月
６
日（
木
）～
７
日（
金
）

に
開
催
し
ま
す
。

１
月
９
日
（
木
）
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
事
前
申
込
を

受
け
付
け
ま
す
。（
愛
川
会

場
は
１
月
26
日
（
日
）
締
切
、

厚
木
会
場
は
２
月
３
日（
月
）

締
切
。）
詳
細
は
、
左
記
事

前
申
込
サ
イ
ト
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
電
話
で
の
受
付
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
オ
ン

ラ
イ
ン
事
前
申
込
サ
イ
ト
の

操
作
方
法
に
つ
い
て
の
お
問

合
せ
は
、（
０
５
０
‒
１
７

２
２
‒
２
２
０
６
）
へ
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
当
日
入
場
整
理
券（
受
付
時

間
指
定
）も
午
前
８
時
30
分
か

ら
配
付
し
ま
す
が
、無
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

◆
厚
木
税
務
署
で
の
申
告
書
作

成
会
場
の
開
設
に
つ
い
て

～
原
則
、
ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
申
告
と
な

り
ま
す
～

　
持
ち
物
／
①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行

時
に
ご
自
身
で
設
定
し
た
パ
ス

ワ
ー
ド
（
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
及
び
署
名
用
電
子
証
明

書
）、
④
源
泉
徴
収
票
な
ど
の

申
告
書
作
成
に
必
要
な
書
類

入
場
整
理
券
配
付
方
法

　
入
場
整
理
券
の
事
前
発
行
申

込
は
、
国
税
庁
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
で
き
ま
す
。

友
だ
ち
追
加
し
て
い
た
だ
き
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
当
日
、
申
告
書
作
成
会
場
で

も
入
場
整
理
券
を
配
付
し
て
お

り
ま
す
が
、
無
く
な
り
次
第
終

了
と
な
る
ほ
か
、
長
時
間
お
並

び
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
月
17
日
（
月
）～
３
月
17

日
（
月
）
※
土
、
日
及
び
祝

日
を
除
く
。
た
だ
し
、
３
月

２
日
（
日
）
は
開
場
し
ま
す
。

　
受
付
／
午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時
※
相
談
は
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時
ま
で

申
告
書
の
提
出
・
納
期
限

　
所
得
税
・
贈
与
税
は
３
月
17

日
（
月
）、
個
人
事
業
主
の
消

費
税
は
３
月
31
日
（
月
）
ま
で

厚
木
税
務
署
４
階
（
厚
木
市

水
引
１
‒
10
‒
７
）

駐
車
場
は
狭
あ
い
の
た
め
駐

車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
期
間
中
、
駐
車
場

が
満
車
の
場
合
の
入
庫
待
ち

は
で
き
ま
せ
ん
。
来
場
の
際

は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

国
税
に
関
す
る
ご
相
談

　
確
定
申
告
期
は
電
話
が
混
み

合
い
、
つ
な
が
り
に
く
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
（
よ
く
あ
る
ご
質
問

に
対
す
る
回
答
を
税
金
の
種
類

ご
と
に
検
索
が
可
能
）・
チ
ャ

ッ
ト
ボ
ッ
ト
（
ご
質
問
を
入

力
・
選
択
い
た
だ
け
れ
ば
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
「
税
務
職
員
ふ

た
ば
」
が
お
答
え
し
ま
す
）
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

簡
単
・
便
利
な
国
税
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
に
つ
い
て

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
納
付
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
ま
た
は
振
替
納
税

を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
名
称
及
び
そ
の
ロ

ゴ
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
ー
株
式
会

社
の
登
録
商
標
ま
た
は
商
標
で
す
。

確
定
申
告
は
ス
マ
ホ
で
簡
単
に

事前申込サイト
無料申告
相談専用

LINE事前申込
web事前申込

友だち追加は
こちらから！
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1月子育て健康
福祉カレンダー

	障がい者相談・サロン
28日（火）午前10時〜午後5時
	転倒予防（にこにこあしあし体操）教室
10日（金）・17日（金）・
24日（金）・31日（金）
午後2時30分〜3時30分
	認知機能向上（脳活性化）教室
7日（火）・20日（月）・27日（月）
午前9時45分〜10時30分
午前10時45分〜11時30分
	訪問機能訓練（予約必要）
20日（月）
午後1時30分〜午後4時
	親子開放デイ
8日（水）・9日（木）・15日（水）・
16日（木）・22日（水）・
23日（木）・29日（水）・30日（木）
午前9時30分〜正午

子育て健康福祉課のお知らせ
  子育て健康福祉課
☎（288）3861

	専門的栄養相談（予約必要）
（難病や合併症を有する方、そ
のご家族のための食事相談）
…午前9時30分〜午後4時
	専門医による精神保健・
認知症相談（予約必要）

（心の病気、アルコール・薬物
などの依存症、認知症の相談） 
…お問い合わせください。
	エイズ・梅毒検査、相談
（予約必要）
（匿名での検査が無料で受け
られます） 
…お問い合わせください。

（相談は随時行っています。）
	療育歯科相談（予約必要）
（病気や障がい、発達の遅れ
などがある3歳未満児の歯
科相談） 
…お問い合わせください。

厚木保健福祉事務所のお知らせ
  厚木保健福祉事務所
☎ （224）1111

保　健
厚木医師会の講演会�
〜健康講座〜

２月16日(日)
　午後２時～３時50分

レンブラントホテル厚木
　（厚木市中町２-13-1）

県民の方50名（先着順）
厚 木 市 に お け る 認 知 症 ケ ア

（care）と治療（cure）
無料
１月15日(水) 〜２月６日（木）
までに問い合わせ先に電話また
はFAX、メールで氏名、電話
番号、住所、参加人数をお伝え
ください。
厚木医師会事務局

　☎ (222)1259
　FAX (223)0556
　メールinfo@atsugi-ishikai.or.jp

特別障害者手当・障害児福祉手当

　在宅で重度の障害がある方に特
別障害者手当や障害児福祉手当が
支給されます。
　ただし、いずれも所得により支
給制限があります。
特別障害者手当
　�日常生活において、常時特別の

介護を必要とする20歳以上の
在 宅 重 度 障 が い 者 に 月 額
28,840円が支給されます。
障害児福祉手当
　�日常生活において、常時の介護

を必要とする20歳未満の在宅
重度障がい児に月額15,690円
が支給されます。
厚木保健福祉事務所生活福祉課

　☎ (224)1111(代表)
　内線3247
　子育て健康福祉課健康福祉係
　☎ (288)3861

募　集
行政改革推進委員会委員を募集

　「第６次清川村行政改革大綱」
の実施にあたり、必要な調査およ
び審議を行う組織です。

随時募集
募集人数３名

　・18歳以上の村内在住者(高
校生は不可)

　・村議会議員又は常勤の村職員
でない方

　・平日の会議に出席できる方
任期は委嘱の日から２年

　村規定による報酬有り
１月17日(金)までに応募用紙
を政策推進課へ提出いただく
か、オンラインで申し込み

　※応募用紙は、村ホームページ
または政策推進課窓口で配布し
ています。

　オンライン申請はこちらから

政策推進課政策推進係
　☎（288）1213

寄附のご紹介
　村に対し、寄附をいただきまし
た。
　ご厚意に厚くお礼申し上げます
とともに、有効に活用させていた
だきます。

東急ジオックス株式会社
代表取締役社長　豐島　一浩 様

〔内容〕金100万円(一般寄附)

16お知らせインフォメーション



記号
一覧

日時　 期間　 場所　 対象　 内容　 講師
費用　 申し込み　 その他　 問い合わせ

お知らせインフォメーション
 暮らしに役立つ情報をお届けします

2月の行事予定 納税・納付
種　別 納　期 納期限

村・県民税 ４期分

1月31日

国民健康保険料 ８期分介護保険料
上下水道使用料 1月分
後期高齢者保険料 ７期分
保育所保育料

１月分放課後児童
クラブ保育料

休日納付のご案内
閉庁日（土・日曜、祝日）

	 午前８時30分〜午後５時15分
役場庁舎１階・宿直室
ご希望の方は、必ず事前に担当
課へお問い合わせください。

図 書 館
　新しく入った本は「図書館だよ
り」（毎月発行）と「ホームページ」

（毎月更新）に掲載しています。
図書館 ☎（288）3895

催　し

ボッチャ体験教室

２月15日(土)午前10時30分
～正午(受付は午前10時から)
生涯学習センターせせらぎ館２
階・みどりホール
村内在住、在勤者20名（先着順）
横浜ボッチャ協会
無料
２月５日（水）までに生涯学習課
にお申し込みください。
生涯学習課生涯学習係

　☎（288）3733

男の料理教室

　男の料理をやってみませんか！
　料理を作り、おいしい料理と会
話を楽しむひとときです。皆さん
の参加をお待ちしています。

１月28日(火)
　午前９時〜午後１時30分

保健福祉センターやまびこ館２
階・栄養学習室
村 内 在 住 の20歳 以 上 の 男 性
10名（先着順）
講師のデモンストレーション
後、みんなで料理（料理は未定）
1,200円
１月21日（火）までに問い合わ
せ先に申し込み。
エプロン、三角巾、マスク持参
男の料理クラブ（長谷川）

　☎（216）9643

普通救命講習会の開催

　心肺蘇生法や自動体外除細動器
（AED）の取り扱い方法などを学
びませんか。

１月23日(木)
　午後１時30分〜4時30分

役場庁舎４階・住民センター
　集会室

村内在住者15名
無料
１月15日（水）までに問い合わ
せ先に電話もしくは窓口で申請
※申込者多数の場合は、1月
16日（木）に抽選を行い、結果
を連絡します。
厚木市消防本部救命救急課

　（厚木市寿町３- ４-10）
　☎（223）9365

•式典　午前10時から　生涯学習センターせせらぎ館２階・みどりホール
•ヘリコプターによる郷土空中散策　午前11時30分から　清川村消防訓練場
※対象者には、案内状を送付しています。
消防訓練場周辺の皆さんには、離発着時にご迷惑をおかけいたしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

 生涯学習課生涯学習係☎(288)3733

清川村
はたちのつどい
１月13日（月・祝）開催

令和
7年

1 土 サロン対抗モルック大会

2 日

3 月 認知機能向上（脳活性化）教室
個別運動相談

4 火

5 水 親子開放デイ
ふらっとやまびこ開放デー

6 木 親子開放デイ
こころの相談室

7 金 転倒予防（にこにこあしあ
し体操）教室

8 土

9 日

10 月 認知機能向上（脳活性化）教室

11 火

12 水 親子開放デイ

13 木 親子開放デイ

14 金 転倒予防（にこにこあしあ
し体操）教室

15 土 ボッチャ体験教室

16 日

17 月

18 火 認知機能向上（脳活性化）教室

19 水 親子開放デイ
ふらっとやまびこ開放デー

20 木 子ども議会、乳幼児健診
創業者支援セミナー

21 金 転倒予防（にこにこあしあ
し体操）教室

22 土

23 日

24 月

25 火 障がい者相談・サロン

26 水 親子開放デイ

27 木 親子開放デイ

28 金 転倒予防（にこにこあしあ
し体操）教室

17 お知らせインフォメーション



清川村情報   ひろば

令和6年11月30日現在
村に住民票がある方の総数
人 口 総 数	 2 , 7 1 5 人 	 （−　4）
　　　  男	 1 , 3 9 7 人 	 （＋　1）
　　　  女	 1 , 3 1 8 人 	 （−　5）
　世帯数	 1 , 2 7 2 世 帯 	（＋　6）
※（　）内は前月比／住民基本台帳より

令和6年12月1日現在
住民票の有無に関わらず村内に居住している方の総数
人 口 総 数	 2 , 8 6 5 人 	 （−　4）
　　　  男	 1 , 4 7 4 人 	 （＋　1）
　　　  女	 1 , 3 9 1 人 	 （−　5）
　世帯数	 1 , 1 4 3 世 帯 	（＋　6）
※（　）内は前月比／人口統計調査より

●発行　清川村
●編集　�総務課管理係 

神奈川県愛甲郡清川村煤ヶ谷2216番地

●電話（代表）	 046-288-1211
●FAX	 046-288-1767
●ホームページ	 https://www.town.kiyokawa.kanagawa.jp
●電子メール	 jump21@town.kiyokawa.kanagawa.jp きよかわ通信　第574号

人口のようす みなまや県央県央 探訪探訪
　厚木市、秦野市、伊勢原市、愛川町、清川村の5市町村が観光振興
で連携している「県央やまなみ地域」の魅力を、毎月順番に紹介し
ます。紙面では伝えきれない５市町村の観光にまつわるコラムを、
ニュースサイトでも紹介します（二次元コードからご覧ください）。

　厚木の名産の一つに、イチゴがありま
す。冬から春にかけて旬を迎えるイチ
ゴは、厚木にある農園で、摘みたての新
鮮な味を楽しめます。大人から子ども
まで人気の味覚を届けようと、シーズン
を前に農園関係者は汗を流しています。

第８回　旬を迎える厚木のイチゴ

 厚木市商業観光課 ☎（225）2820​
ニュースサイトで詳しく紹介しています​

　昨年12月20日、平成７年度にオープンしたふれあ
いセンター「別所の湯」の入館者が200万人に達しま
した。
　200万人目はご夫婦で来館された大和市在住の 
神
じ ん

保
ぼ

美
み

佐
さ

子
こ

さん。
　神保さんは、別所の湯を年数回ご利用いただいてお
り「200万人目と聞いて驚いた、とても嬉しい。」「別
所の湯は、お客さん同士で気軽に話しながら入浴で
き、大広間でゆっくり過ごせる施設。」とコメントい
ただきました。
　神保さんには岩澤村長から記念品を贈呈しました。

 村づくり観光課商工観光係☎(288)3864

2 0 0 万 人

ふれあいセンター「別所の湯」の
入館者 達成！

　昨年11月14日、宮崎県で開催された全国スポーツ
推進委員研究協議会において、清川村スポーツ推進委
員連絡協議会が、スポーツ活動の促進と村のスポーツ
行事への協力などが評価され、令和６年度全国優良団
体表彰を受賞されました。
　村としても、清川村スポーツ推進委員の皆さんの日
ごろの生涯スポーツ推進活動に対し、心から感謝申し
上げます。

 生涯学習課課生涯学習係☎(288)3733

清川村スポーツ推進委員連絡協議会が

全国優良団体表彰全国優良団体表彰
をを受賞受賞

村の木
イロハモミジ

真っ赤な完熟のイチゴが味
わえる


